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論 文 内 容 の 要 旨
本研究は,重度 ・重複障害児に対する教育的対応 とはどのような視点 をもって臨む ことなのか,
そ して重度 ・重複障害児の方向性は如何にあるべきかを明 らかにす ることを目的に行われたもの
である。本論文は,序 章および4部10章よ り構成されてお り,そ の内容は以下の通 りである。
第1部は2章か ら構成 され,わ が国 における重度 ・重複障害児教育の現状 と課題 について概説
している。すなわち,第1章 では 「重度 ・重複障害」 という用語 の概念 とその状態像の整理 を行
うと共 に,わ が国における重度 ・重複障害児教育の歴史を概観 して いる。また,第2章 にお いて
は,重 度 ・重複障害児教育の現状について,子 どもの障害の重度 ・重複化の傾向を,文 部省の統
計資料(「特殊教育資料」)等に基づいて整理 して いる。本章ではまた,重 度 ・重複障害児教育 の
課題 について,養 護学校教育の義務制施行年(1979年)の前後に指摘 された ことに加 えて,教
育実践研究 を20年近 く続けてきた筆者 自身が重視 している内容 について も述べている。
続 く第2部 と第3部は,筆 者 の これまでの教育実 践研究の成果 を整理 したものである。筆者が
主たる研究対象 として きた子ども達は,単 に知的発達や運動発達の障害が重 いだけではなく,基
本的には虚弱であ り,生命の危険に陥ることもまれではな い子 ども達である。また,人 が生きる
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過程は周囲 との相互交渉を抜 きにしては成立しないが,こ の子 ども達はそのような相互交渉の現
れが微弱であるか,あ るいは非常 に限 られているようにみえる。そ こで第2部においては,「生命
活動の脆弱さに関す る取 り組み」 を,ま た第3部においては 「生命活動の促進に関す る取 り組み」
をそれぞれの主題 とし、筆者の これまでの教育実践研究を中心にまとめ,論 述 している。
まず第2部の第3章にお いて,`てんかん',と りわけ 難 治性てんか ん'を あわせ もつ重度 ・
重複障害児 に焦点 を当て,子 どもの様々な活動 に`て んかん'が どのように影響 しているのか,
またその教育上の課題は何か,を 明 らかにして いる。
第4章では,呼 吸障害 を伴 う重度 ・重複障害児への教育的対応 に関す る問題 を検討 して いる。
このためにまず,養 護学校や重症心身障害児施設等に在籍 していた死亡例に関する一連の調査研
究を行い,教 育的観点から検討すべき多 くの課題を整理 した。その結果,重 度 ・重複障害児の死
亡原 因の過半数は呼吸器系の疾患であることが確認された。実際に教育の場において呼吸障害や
摂食障害を伴 う子 ども達が多 くなってきている。感 冒等 に罹患 しないための健康管理や誤嚥によ
る嚥下性肺炎を避けるための適切な食事援助が,こ のような子 どもたちの教育の場 において求め
られている。同時に,子 どものために良かれ と考え られた教師の様々な働 きかけが,呼 吸障害 を
伴 う子 どもに過度の負担 となっていないかの検討 も必要である。
上記 の死亡例調査研究か ら明 らか にされた教育的課題へ取 り組みの一つとして,呼 吸障害に配
慮 した教育指導内容や方法を明 らか にす るために,パ ルス ・オキシメーター による学習活動時 に
おける末梢動脈血中の酸素飽和度および心拍数の測定 を試みている。その結果,方 法論的 に検討
されるべき問題は多いが,パ ルス ・オキ シメーターは,症 例によってはその教育的対応に貴重な
情報を与えて くれるものである ことが示唆された。
第3部第5章においては,重 度 ・重複障害児の反応性 の重要な指標 として捉えて きた定位反射
に関する一連の基礎的研究 を取 り上げ,彼 らの反応性の特徴を整理するとともに,種 々の生理指
標を用 いる意義や,行 動観察の重要性 について述べている。 また,第6章 では,重 度 ・重複障害
児の食事行動 を促進す る意義 とそのための基本的視点 について論述 し,さ らに,食 事動作 の促進
に関しては事例を基 に検討 した結果についても論述 している。
第7章は,探 索活動 とコミュニケーションの促進 に関する教育実践研究である。 ここではまず,
重度 ・重複障害児において これ らの活動を促進する意義 について述べ,次 いで,重 症心身障害児
施設の在籍児や,国 立特殊教育総合研究所教育相談施設に定期的 に来談す る重度 ・重複障害児計
12例に対す る教育実践の結果 を論述 している。 これ までの実践研究を通 して筆者は,そ の援助
の基本 とは子 どもと大人との 「双方向性のや りとり一相互に影響 し合 うこと一」ではないかとい
う考 えに至ってお り,こ のことを主要な視点 として考察を行っている。
最後 の第4部では,重 度 ・重複障害児教育の一つである今後 の課題が述べ られている。 まず第
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8章にお いては,養 護学校等の教育形態の一つで ある訪問教育の充実に向けての取 り組 みについ
て,筆 者 らが中心 となって最近実施 した全国調査 を踏 まえて,今 後検討すべ き課題を整理する と
ともに,教 員研修 のプログラム案 を提示 している。 また第9章では,養 護学校教育 の専門性につ
いて述べている。生命活動の極めて脆弱な重度 ・重複障害児,子 どもへの教育的対応は医療 との
連携の上 に成 り立つ ものであ り,こ れが今後 の検討すべ き課題 でもある としている。最後 の第
10章では,論 文全体 を通 してのまとめを行 うとともに,今 後 の重度 ・重複障害児教育 の課題 と
して,1)医 療 との連携,2)生 命活動の促進 にお ける子 どもと係わ り手の双方向性のや りとり,
3)子どもの理解の3点をあげている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は,生 命の危険に陥ることもまれではない重度 ・重複障害児に対する教育的対応のあり
方を,主 として健康や生命維持に関わる取 り組み と生命活動および周囲 との相互交渉の促進に関
する取 り組みの2つの視点か ら明 らかにしようとしたものである。
このよ うな子 ども達の健康や生命維持に関わる取 り組みは,難 治性てんかん,あ るいは呼吸障
害 を併せ もつ重度 ・重複障害児を対象に行われた。てんかんの問題に関 しては,発 作期 あるいは
発作間欠期 と教育的対応 との関連 を詳細 に分析 し,発 作が頻発する子 どもの知的発達を促す取 り
組み方,あ るいは心身の状態変動 の著 しい子 どもへ の対応の工夫等 について明 らかに している。
てんかん児の教育の問題に関しては,てんかん医療 に携わる研究者か らの報告がほ とんどであり,
教育の立場か ら彼 らの教育課題 を臨床的 ・実践的 に検討 したものは,筆 者の研究 を除 くと見あた
らないといって過言ではない。
また,呼 吸障害児への取 り組みは,全 国の養護学校や重症心身障害児施設等 の在籍児を対象 と
して行 った一連の死亡例調査の分析結果 を基礎に行われたものである。 この調査か ら,重 度 ・重
複障害児の死亡原 因の多 くが呼吸器系疾患 と関連 したもの(例 えば,嚥 下性肺炎な ど)で あるこ
とが明 らかにされた。 このような子 ども達の多 くが呼吸障害や摂食機能障害 を有 しているという
現実 をふ まえて,呼 吸障害 に配慮 した指導内容や方法 を提言 している。上述のてんかん児への対
応について も言えることであるが,筆 者 の行 った取 り組みの妥 当性 につ いて さらに症例を重ねて
検討する必要があろう。 また方法論的にもさらに検討すべ き点が残されている。 しか しなが ら,
ここで得 られた知見は少な くとも教育の諸条件を改善してい くことにつながるものと確信する。
生命活動や周囲との相互交渉 を促す取 り組み として,定 位反射を指標 とした一連の基礎的研究
と食事行動 と探索 ・コミュニケーシ ョン行動促進に関する実践的研究を行っている。 これ らの研
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穽 を通 して,重 度 ・重複障害児の反応性 の特徴 を捉えることの意義や行動観察の重要性,さ らに ・
は探索活動 とコミュニケーションの促進の意義や方法等が明 らかにされた。 これ らは,今 後の重
度 ・重複障害児への教育的対応 のあ り方 を考える上での示唆に富む知見 と考 えられる。
本論文においては,上 記のように残された課題 もいくつか存在する。 しか しなが ら,超 重症児
と呼ばれる子 ども達への教育的対応が求め られるようになった現在,種 々の調査データ と教育実
践に基づ く成果は,重 度 ・重複障害児の教育の携わる人たちに,具 体的な指針 をあたえる貴重な
もの と評価できる。
よって博士(教 育学)の 学位 を授与するに適当と認める。
教93
